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1 地域振興拠点施設（仮称）整備計画

平成25年度　～　平成29年度　（5年間） 埼玉県

○　県西部地域における地域振興拠点施設の利用者数等の増加により、新たなにぎわいの創出を図る。
　・　西部地域振興ふれあい拠点施設（仮称）の整備による施設の利用者数及び中心市街地の歩行者・自転車通行量の増加

新規で整備される西部地域振興ふれあい拠点施設（仮称）の利用者数

川越駅西口地区暮らし・にぎわい再生事業を含めた定点における平日及び休日の川越駅西口周辺地区の歩行者・自転車通行量
  

1,303 0 0

百万円 百万円 百万円

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H25 H26 H27 H28 H29

1-A-1 再開発 一般 埼玉県 直接 1,303 H23-H24:地域自主戦略交付金

合計 1,303

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

合計 0

番号 備考

事業種別 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考
種別 対象 間接 （延長・面積等） H25 H26 H27 H28 H29

1-A'-1 再開発 一般 川越市 直接 9,540

合計 9,540

川越市 川越駅西口地区暮らし・にぎわい再生事業 公共施設、交流広場等、約1.5ha 川越市

（H26年度）

1,400人／日

20,826人／日

川越駅西口地区暮らし・にぎわい再生事業

（事業箇所）

23,000人／日

番号

番号

事業内容
市町村名

港湾・地区名

（延長・面積等）

事業者

一体的に実施することにより期待される効果

Ａ

一体的に実施することにより期待される効果

事業内容
市町村名

市町村名

全体事業費

事業実施期間（年度）
事業者

備考
最終目標値中間目標値

Ｂ
Ｃ／(Ａ＋Ｂ＋Ｃ)

Ｃ

（H26年度）

1,400人／日

23,000人／日

（H25年度）

埼玉県 公共施設、交流広場等、約1.5ha 川越市

全体事業費
（百万円）

交付対象事業

要素となる事業名

社会資本総合整備計画

定量的指標の現況値及び目標値

計画の名称

交付対象

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

効果促進事業費の割合

事業者

　　計画の成果目標（定量的指標）

全体事業費
（百万円）

要素となる事業名

　　定量的指標の定義及び算定式

1,303百万円 0.0%

0人／日

当初現況値

計画の目標

計画の期間

要素となる事業名
全体事業費
（百万円）

○　埼玉県では、県内５か所に地域振興拠点を整備することにより、県土の均衡ある発展を目指している。これまで、ソニックシティ（中央地域）、ＳＫＩＰシティ（南部地域）、ふれあいキューブ（東部地域）
　といった地域振興拠点施設を整備してきた。このため、残る西部地域においても地域振興拠点施設を整備することにより、産業振興を図り、にぎわいを創出する計画である。
　・　川越駅西口地区暮らし・にぎわい再生事業（西部地域振興ふれあい拠点施設（仮称））
　　　西部地域振興ふれあい拠点施設（仮称）整備事業は、埼玉県西部地域活性化のシンボル的な施設として、県西部地域の資源や特性を生かし、自立性の高い地域づくりに向け、次の３点を目標に整備する。
　　　１「産業支援・次世代を担うひとづくり」の推進
　　　２地域住民の活動・交流の促進
　　　３にぎわいの創出

その他関連する事業

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）（事業箇所）
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